
　
Ｊ
Ａ
岩
井
の
レ
タ
ス
は
、「
こ
だ
わ
り
惚
レ

タ
ス
」
と
称
し
て
販
売
し
て
い
ま
す
。
そ
の

内
容
は
、
生
産
者
全
員
が
緑
肥
作
物
の
作
付

け
や
堆
肥
施
用
、
高
有
機
含
有
肥
料
（
有
機

70
％
）
を
用
い
る
な
ど
、
土
づ
く
り
に
こ
だ

わ
っ
た
レ
タ
ス
栽
培
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

年
間
の
出
荷
量
は
約
１
・
2
万
ｔ
（
１
2

0
万
ケ
ー
ス
／
10
㎏
箱
）
で
、
京
浜
市
場
を

中
心
に
北
海
道
・
東
北
・
信
越
・
中
京
・
関

西
市
場
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

土
づ
く
り
か
ら
こ
だ
わ
っ
た

「
惚ほ

レ
タ
ス
」

2025年10月22日取材

レタス

茨城県

産地レポート

↑「惚レタス」のブランド名で親しまれるJA岩井の玉レタス。

↑８月20日まき、９月14日定植で収穫をま
つ「ヒートガイ」。100m畝に株間27㎝ ×
条間30㎝（中条は33㎝）で４条栽培される。

↑集荷場に搬入された玉レタスは品種、生産者別での検
品が行われる。問題がなければ予冷され、その日のう
ちに市場へ出荷される。また、箱詰めがきれいな方の
レタスは、見本となるよう検査場に飾られる。

↑（左）検品では箱への詰め方も重視。見本として並べられた「ヒー
トガイ」。（右）「こだわりの逸品！！」と「岩」のマークが目を引くJA
岩井の販促ポスター。

JA岩井

栃木県群馬県

埼玉県

千葉県東京都

茨城県

地域概況

Ｊ
A
岩
井
高
温
条
件
下
で
結
球
が
安
定
し
や
す
い

「
ヒ
ー
ト
ガ
イ
」の
導
入
で

初
秋
の
安
定
出
荷
を
目
指
す

J
A
岩
井
　
古
矢
　
拓
也

レタス作りに適した産地　岩井
　茨城県県西地域に位置する坂東市
（旧岩井市）は、首都圏から50㎞圏内
にある平坦で広大な農地、温和な気
候など自然環境に恵まれ、これらの
有利な条件を生かした都市近郊農業
が盛んな地域です。
　その地域を拠点にJＡ岩井・岩井
農協園芸部は、昭和43年（1968年）に
発足。発足以来、生産された野菜は
「岩」の商標でご愛顧いただいてお
ります。部会員は、現在310戸在籍
し、ネギ310ha、春　・秋レタス330
haを作付けし、年間販売額75億円を
目指しています。その販売額の87％
をネギとレタスの２品目が占めてい
る産地です。
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当
地
の
秋
冬
レ
タ
ス
は
、
10
〜
11
月
を
中

心
に
、
12
月
ま
で
出
荷
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
レ
タ
ス
は
野
菜
の
中
で
も
天
候
の
影
響

を
受
け
や
す
い
作
物
で
す
。
こ
こ
近
年
は
温

暖
化
の
影
響
で
、
最
高
気
温
が
35
℃
を
超
え

る
日
が
多
く
、
特
に
10
月
ど
り
の
レ
タ
ス
は

生
育
期
間
と
な
る
８
月
、
９
月
は
酷
暑
の
中

で
の
生
育
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
厳
し

い
自
然
環
境
下
で
は
、
従
来
の
品
種
は
高
温

障
害（
不
結
球
、
分
球
、
抽
苔
）の
発
生
が
多

く
な
り
、
出
荷
量
が
大
幅
に
低
下
す
る
こ
と

が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
タ
キ
イ
種
苗
か
ら
提
案
の
あ
っ

た「
ヒ
ー
ト
ガ
イ
」を
、
園
芸
部
員
、
青
年
部

員
の
協
力
の
も
と
、
2
0
2
3
年
か
ら
2
0

2
4
年
に
か
け
て
、
10
月
ど
り
の
作
型
で
試

験
栽
培
を
行
い
ま
し
た
。

　

初
年
度
と
な
る
2
0
2
3
年
は
小
規
模
で

試
験
を
実
施
し
、
従
来
品
種
と
の
比
較
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、生
産
者
か
ら
は「
高

温
期
で
も
不
結
球
株
や
分
球
株
の
発
生
が
少

な
か
っ
た
」「
玉
の
肥
大
は
旺
盛
だ
が
、
芯
は

上
が
っ
て
こ
な
い
」
と
結
球
性
や
晩
抽
性
の

高
さ
を
評
価
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
翌
年

の
2
0
2
4
年
は
拡
大
試
験
栽
培
を
実
施
し
、

高
温
期
栽
培
で
の
結
球
性
と
晩
抽
性
の
再
現

性
、
お
よ
び
収
穫
期
幅
を
確
認
し
、
2
0
2

5
年
産
か
ら
本
格
導
入
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
格
導
入
と
な
っ
た
2
0
2
5
年
産
は
、

不
結
球
や
抽
苔
株
が
少
な
く
、
玉
肥
大
が
旺

盛
で
し
た
。「
ヒ
ー
ト
ガ
イ
」は
、
耐
暑
性
が

高
く
、
高
温
期
で
も
結
球
と
形
状
が
安
定
し
、

抽
苔
す
る
リ
ス
ク
が
少
な
く
10
月
ど
り
に
マ

ッ
チ
し
た
品
種
で
す
。
一
方
、
肥
大
性
に
す

ぐ
れ
、
多
肥
栽
培
や
肥
料
分
が
残
存
す
る
圃

場
に
は
不
向
き
で
あ
る
た
め
、
施
肥
量
に
は

注
意
が
必
要
で
す
。

　

８
〜
９
月
の
厳
し
い
暑
さ
の
中
で
の
生
育

を
強
い
ら
れ
る
10
月
ど
り
の
レ
タ
ス
栽
培
に

お
い
て
、「
ヒ
ー
ト
ガ
イ
」は
「
こ
だ
わ
り
惚

レ
タ
ス
」
の
安
定
生
産
・
安
定
出
荷
の
一
役

を
担
う
重
要
な
ア
イ
テ
ム
で
す
。
試
験
導
入

初
年
度
で
明
る
み
に
出
た
課
題
に
対
処
し
な

が
ら
、
管
内
全
域
へ
普
及
拡
大
を
す
す
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

温
暖
化
が
進
み
厳
し
さ
が
増
す
暑
さ
の
中

で
も
安
定
し
て
生
育
、
収
穫
が
で
き
る
栽
培

技
術
が
求
め
ら
れ
る
中
、
昨
今
の
環
境
に
適

応
で
き
る「
ヒ
ー
ト
ガ
イ
」の
開
発
は
、
産
地

に
と
っ
て
救
世
主
と
も
い
え
る
存
在
で
す
。

今
後
も
気
候
変
動
に
対
応
し
た
品
種
開
発
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

耐
暑
性
に
す
ぐ
れ
る

「
ヒ
ー
ト
ガ
イ
」

「
惚
レ
タ
ス
」の
こ
れ
か
ら

↑収穫後、清子さんと優心さんが中心となってラ
ッピングしていく。1日約180箱を出荷する。

↑「ヒートガイ」の玉じまりを確認する筆者（左）と生産者の平田誠
さん。10月10～27日収穫分で「ヒートガイ」を使用。

※ここでご紹介の品種は、タキイでは取り扱いのないものが含まれています。（編集部）

↑「ヒートガイ」を導入した平田さん一家。手前右
側から誠さん、息子の優心さん、奥右側から筆
者、父：登さん、母：清子さん。

：播種 ：定植 ：収穫▲

10月どり 41

48

11

①
②
③
④

⑤
⑥

⑦

11月どり

12月どり

8月 9月作型
▲～▲

▲～▲

▲～▲

▲～▲

▲～▲

～ ▲～▲

～ ▲～▲

10月 11月 12月 作付割合
(%) 主要品種

ヒートガイ、エクセル

ヒートガイ、サマーガイ

ブルラッシュ、サーマルスター

ブルラッシュ、ラプトル

ラプトル
ディアマンテ
フリフリッカー
フリフリッカー
ウィザード
パワースイープ

■図1. JA岩井の秋冬レタスの作型と作付け割合、主要品種
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